
　

同
窓
生
の
皆
様
、
希
望
に
満
ち
た
新
年
を
迎
え
ら

れ
た
こ
と
御
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
数
年
前
の
東
日
本
震
災
の
復
興
が
進
ま

な
い
う
ち
に
、
熊
本
を
震
源
と
し
た
九
州
大
震
災
に

見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
度
々
訪
れ
、
堅
固
と
思
わ
れ
て

い
た
名
城
で
あ
る
熊
本
城
の
壊
滅
的
な
映
像
を
目
に

し
、
地
震
の
恐
ろ
し
さ
を
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
被
災

さ
れ
た
同
窓
生
に
御
見
舞
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
か
、
大
雨
や
異
常
な

気
温
上
昇
な
ど
自
然
災
害
の
目
立
っ
た
年
で
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
何
よ
り
も
穏
や
か
な
良
い
年
で
あ
り
ま

す
よ
う
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

母
校
に
大
変
功
労
の
あ
っ
た
池
本
学
長
は
、
任
期

満
了
に
と
も
な
い
平
成　

年
９
月　

日
を
以
て
退
任

２８

３０

さ
れ
、
学
長
候
補
者
選
出
の
結
果
、
阿
久
澤
良
造
乳

学
特
任
教
授
（
大
学　

期
畜
産
食
品
工
学
科
卒
）
が

２２

学
長
候
補
者
と
し
て
選
出
さ
れ
、
学
校
法
人
理
事
会

は
、
任
期
３
年
間
の
学
長
職
を
承
認
し
ま
し
た
。

　

池
本
学
長
は
、
平
成　

年　

月
に
学
長
就
任
後
母

１１

１０

校
の
危
機
状
態
か
ら
、
同
窓
生
が
絶
賛
す
る
よ
う
な

母
校
の
整
備
充
実
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の　

年
１７

間
に
わ
た
る
功
績
に
対
し
て
、
拙
文
を
も
っ
て
感
謝

の
意
を
表
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
池
本
・
阿
久
澤

両
学
長
は
同
窓
生
で
あ
り
ま
す
。
池
本
先
生
に
労
い

を
、
阿
久
澤
先
生
に
は
多
難
な
大
学
運
営
を
教
職
員

一
同
と
共
に
協
力
し
、
更
な
る
発
展
に
尽
力
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
同
窓
会
も
微
力
な
が

ら
支
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

同
窓
会
の
念
願
で
あ
り
ま
し
た
、
同
窓
会
会
館
の

設
立
は
、
母
校
敷
地
内
に
建
設
を
模
索
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
第
一
校
舎
内
は
、
日
本
医
科
大
学
の

教
養
課
程
も
同
居
す
る
合
同
教
育
棟
が
竣
工
し
、
会

館
の
設
置
場
所
の
確
保
は
難
し
い
と
判
断
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
本
館
の
一
部
貸
与
を
学
校
法
人
に
お

願
い
し
て
許
可
を
頂
き
ま
し
た
。

　

改
装
工
事
な
ど
に
母
校
の
事
務
関
係
者
の
絶
大
な

協
力
が
得
ら
れ
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い
同
窓
会
室
が

完
成
し
ま
し
た
。
来
訪
同
窓
生
が
寛
げ
る
多
用
途
の

会
議
室
と
同
窓
会
事
務
室
を
、　

月
５
〜
６
日
の
大

１１

学
祭
に
同
窓
会
ブ
ー
ス
と
し
て
御
披
露
目
し
ま
し

た
。
同
窓
生
皆
さ
ま
来
校
の
折
り
に
は
是
非
お
立
ち

寄
り
下
さ
い
。

　

同
窓
会
が
移
設
し
た
本
館
は
、
ワ
イ
ル
ド
ラ
イ
フ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
博
物
館
）
の
設
置
を
目
指
し
、
展

示
物
等
の
収
集
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
大
学
の

博
物
館
設
置
の
目
的
は
、
学
芸
員
の
資
格
取
得
に
必

須
な
施
設
で
す
が
、
百
三
十
余
年
の
歴
史
あ
る
大
学

が
漸
く
博
物
館
・
資
料
室
を
設
置
す
る
気
運
に
な
っ

た
と
い
う
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。
本
館
二
階

の
廊
下
に
、
同
窓
生
等
か
ら
の
寄
贈
絵
画
、
動
物
の

剥
製
や
骨
格
標
本
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
旧
講
堂

が
博
物
館
で
、
学
内
の
教
員
が
収
集
し
た
顕
微
鏡
、

実
験
器
具
、
書
籍
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
窓
生

か
ら
本
学
に
関
連
す
る
骨
董
物
等
御
寄
付
戴
き
、
同

窓
生
の
手
作
り
に
よ
る
親
し
み
あ
る
博
物
館
に
な
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

尚
、
博
物
館
設
置
に
は
、
梶
ヶ
谷
博
先
生
（
大
学

獣
医　

期
・
現
獣
医
保
健
看
護
学
科
教
授
）
が
館
長

２３

と
し
て
孤
軍
奮
闘
し
て
い
ま
す
の
で
、
支
援
協
力
の

ほ
ど
宜
し
く
御
願
い
致
し
ま
す
。

　

学
生
の
祭
典
日
獸
祭
は
、
昭
和　

年
に
始
ま
り
今

２５

年
度
は
第　

回
を
数
え
る
年
で
し
た
。
し
か
し
、
本

６６

年
か
ら
大
学
祭
に
大
変
革
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
前
述

の
医
科
大
学
の
教
養
課
程
学
生
と
同
じ
キ
ャ
ン
パ
ス

で
過
ご
し
て
い
れ
ば
、
必
然
的
に
協
調
と
い
っ
た
事

象
が
起
き
、
学
祭
を
合
同
で
行
お
う
と
の
気
運
が
起

り
、
合
同
開
催
「
医
獣
祭
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
一
回
「
医
獸
祭
」
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
一
祭
合

祭
、
サ
ブ
テ
ー
マ
は
！
は
し
ゃ
ぎ
な
祭
！
で
し
た
。

一
祭
合
祭
（
一
切
合
切
か
ら
の
造
語
）
は
先
年
ま
で

の
個
々
の
学
園
祭
が
一
緒
に
な
り
、
新
た
な
一
歩
で

あ
る
医
獸
祭
が
立
ち
上
っ
た
よ
う
で
す
。
医
学
部
学

生
は
一
学
年
約
百
名
だ
け
で
す
か
ら
、
や
は
り
日
獸

色
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
初
回
で
参
加
学
生
数
の
違

い
も
あ
り
、
今
年
よ
り
来
年
と
若
い
力
の
結
集
で
本

邦
唯
一
の
異
色
の
大
学
祭
に
成
長
す
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

　

従
前
か
ら
、
旧
態
依
然
の
獣
医
単
科
大
学
の
同
窓

会
か
ら
、
開
設
以
来　

年
を
経
た
動
物
科
学
科
、
食

５０

品
科
学
科
、　

年
を
経
過
し
た
獣
医
保
健
看
護
学
科

１０

の
４
学
科
が
共
栄
で
き
る
同
窓
会
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
述
べ
て
き
ま
し
た
。
獣
医
学
科
以
外
か
ら

学
長
が
選
出
さ
れ
、
日
本
医
科
大
学
と
母
校
の
学
生

が
武
蔵
境
校
地
で
共
に
学
び
、
学
祭
も
合
同
で
行
う

状
況
に
あ
り
ま
す
。
時
代
の
変
遷
と
一
言
で
言
う
に

は
、
我
々
の
考
え
方
も
柔
軟
な
思
考
が
求
め
ら
れ
そ

う
で
す
。
同
窓
会
と
大
学
が
両
輪
に
喩
え
ら
れ
ま
す

が
、
母
校
の
変
遷
に
遅
れ
ず
一
歩
前
進
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
会
則
改
正
が
全
て
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
組
織
の
見
直
し
も
含
め
今
年
は
改
革
前
進
の
年

に
な
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
改
革
を
提
案
す
る
と
反

対
意
見
も
出
ま
す
が
、
英
知
を
絞
り
次
世
代
に
悔
い

を
残
さ
な
い
改
革
元
年
を
目
標
に
執
行
部
一
同
全
力

を
挙
げ
て
取
り
組
む
所
存
で
す
。
是
非
、
会
員
皆
さ

ま
の
御
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
御
願
い
致
し
ま
す
。

　

最
後
に
、　

年
間
の
長
き
に
亘
り
母
校
の
発
展
に

１７

功
績
さ
れ
ま
し
た
、
池
本
卯
典
先
生
に
感
謝
す
る
と

共
に
、御
健
勝
と
益
々
の
御
活
躍
を
祈
念
致
し
ま
す
。

（1） 日本獣医生命科学大学同窓会報　第 ５０ 号 平成 ２９ 年１月
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平
成　

年
度
代
議
員
会
が
、
平
成　

年
７
月　

日

２８

２８

２３

（
土
）、
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
Ｅ
棟
１
１
１
講
義

室
に
於
い
て
午
後
１
時　

分
よ
り
開
催
さ
れ
た
。

００

　

代
議
員
会
に
先
立
ち
、
同
日
午
前　

時　

分
か
ら

１０

３０

理
事
・
監
事
会
が
開
催
さ
れ
、
議
案
書
の
確
認
等
が

な
さ
れ
た
。

　

代
議
員
会
の
出
席
者
は
、
来
賓
２
名
、
顧
問
１

名
、
理
事
・
監
事　

名
、
代
議
員　

名
、
支
部
代
表

２７

５３

　

名
で
あ
っ
た
。

１１
　

開
会
に
先
立
ち
、
こ
の
一
年
間
に
逝
去
さ
れ
た
会

員
へ
黙
祷
が
奉
げ
ら
れ
た
。

１�

開
会　

吉
田
孝
治
事
務
局
担
当
理
事
の
司
会
に

よ
り
開
会
し
た
。

２�

中
條
眞
二
郎
会
長
挨
拶
（
概
略
）

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
九
州
地
方
の
方
々
へ
御
見

舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
度
、
獣
医
保
健
看
護
学
科
の　

周
年
記
念
の

１０

祝
典
に
協
賛
致
し
ま
し
た
。
食
品
科
学
科
は
昭
和　
４２

年
に
新
設
さ
れ
、
動
物
科
学
科
は
昭
和　

年
に
再
開

４３

さ
れ
て
ま
も
な
く　

周
年
で
す
。

５０

　

会
則
改
正
は
全
学
科
の
卒
業
生
へ
平
等
に
、
女
性

会
員
の
活
躍
が
期
待
で
き
る
よ
う
に
、
そ
し
て
各
学

科
の
部
会
設
立
に
も
配
慮
し
た
い
。
本
日
、
会
則
改

正
案
を
提
示
し
、
皆
さ
ん
に
検
討
い
た
だ
き
来
年
の

代
議
員
会
で
承
認
を
受
け
た
い
。

　

長
年
同
窓
会
館
建
設
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
が
、

こ
の
大
学
敷
地
内
に
提
供
で
き
る
土
地
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
同
窓
会
が
本
館
の
一
部
を
使
用
で
き

る
よ
う
大
学
お
よ
び
理
事
長
に
御
願
い
し
ま
し
た
。

同
窓
会
で
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
で
許

可
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
工
事
中
で
す
が
、
大
学
祭
の

と
き
に
は
同
窓
会
ブ
ー
ス
を
設
け
て
皆
さ
ん
が
雑
談

で
き
る
場
が
提
供
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
役
員
改
正
で
す
が
、
会
則
改
正
に
向
け

て
今
ま
で
の
事
情
を
知
る
人
が
必
要
な
の
で
、
役
員

を
な
る
べ
く
変
え
な
い
方
針
で
御
願
い
し
ま
す
。

３�

来
賓
挨
拶
（
概
略
）

　

学
校
法
人
日
本
医
科
大
学　

赫
彰
郎
理
事
長

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
日
頃
か
ら
本
大
学
へ
の
支

援
あ
る
い
は
指
導
、心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

先
の
大
地
震
で
同
窓
の
方
々
あ
る
い
は
学
生
の
実

家
が
倒
壊
し
た
話
を
聞
い
て
お
り
ま
す
。
心
か
ら
御

見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
合
同
教
育
棟
、
２
０
１
４
年
に
完
成

し
て
、
教
育
、
研
究
の
各
部
門
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で

き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
合
同
教
育
棟
で
日
本

医
科
大
学
の
一
学
年
の
教
育
を
始
め
ま
し
た
。
学
生

か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
両
大
学
の
視
点
で
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
１
年
間
と
は

い
え
一
緒
に
勉
強
す
る
場
所
に
し
て
本
当
に
よ
か
っ

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
本
年
度
か
ら
学
園
祭
も

両
大
学
一
緒
に
開
催
す
る
と
い
う
話
も
聞
い
て
お
り

ま
す
。

　

現
在
少
子
化
が
進
ん
で
お
り
、　

歳
人
口
が
急
激

１８

に
減
少
し
ま
す
。
今
、
両
大
学
で
受
験
者
が
定
員
割

れ
す
る
学
部
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
２
０
２
５

年
位
か
ら
受
験
者
が
激
減
し
ま
す
の
で
対
応
を
考
え

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
優
秀
な
人
材
の
育
成
が
大

学
に
求
め
ら
れ
、
常
に
教
育
改
革
が
必
要
だ
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
日
本
は
労
働
力
が
減
少
し
、
優
れ
た

人
材
育
成
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
国
が
発
表
し
た
第

二
期
の
教
育
振
興
の
計
画
の
中
に
も
、
社
会
を
生
き

抜
く
力
を
持
っ
た
学
生
、
未
来
へ
飛
躍
す
る
日
本
、

そ
れ
を
実
現
で
き
る
人
材
育
成
を
謳
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
は
池
本
学
長
以
下
、
常
に
教
育
改
革
し
教
育

の
内
容
、
質
の
向
上
を
諮
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
私

も
全
幅
の
信
頼
を
寄
せ
て
、
見
守
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
と
、
女
性
の
医
師
、
獣
医
師
、
研
究
員
、
教

職
者
の
支
援
セ
ン
タ
ー
を
本
大
学
に
も
設
け
ま
し

た
。
国
も
２
０
３
０
年
ま
で
に　

％
の
女
性
の
教
育

３０

の
指
導
者
を
育
成
す
る
と
あ
り
ま
す
の
で
、
本
学
で

も
女
性
指
導
者
の
時
代
に
な
る
と
思
い
ま
す
、
ご
支

援
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

こ
の
伝
統
あ
る
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
が
、
選

ば
れ
た
大
学
に
な
る
よ
う
今
後
と
も
我
々
は
努
力
し

て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
深
い
ご
支
援
の
程
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学　

池
本
卯
典
学
長（
概
略
）

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
こ
の
大
学
に
は
１
７
０
０

人
く
ら
い
の
学
生
と
日
本
医
科
大
学
医
学
部
の
学
生

１
２
０
人
ほ
ど
い
ま
す
。
教
員
は
、
両
方
で
約
１
５

０
人
が
お
り
、
約　

人
の
事
務
の
方
が
こ
の
大
学
を

６０

支
え
て
お
り
ま
す
。
女
子
学
生
が
非
常
に
多
く
て
１

０
０
０
人
く
ら
い
で
す
が
、
優
等
生
の
９
割
は
女
子

学
生
と
い
う
状
況
で
す
。
ア
イ
オ
ワ
大
学
で
も　

％
８０

が
女
子
学
生
だ
そ
う
で
す
、
獣
医
の
女
子
学
生
は
ど

う
も
世
界
的
な
傾
向
な
の
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
学
校
法
人
日
本
医
科
大
学
の
未
来
、

そ
れ
か
ら
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
が
栄
え
て
い
く

よ
う
ご
支
援
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
大
学

に
い
る
限
り
、
皆
さ
ん
か
ら
の
お
話
を
是
非
聞
き
た

（2）日本獣医生命科学大学同窓会報　第 ５０ 号平成 ２９ 年１月

平
成
二
十
八
年
度 

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学

　
　
　
　
　
　
　
 

同
窓
会
代
議
員
会
開
催
報
告



（3） 日本獣医生命科学大学同窓会報　第 ５０ 号 平成 ２９ 年１月

い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
ご
指
導
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

謝
辞　

熊
本
県
代
議
員
福
岡
周
孝
氏
、
岩
下
和
治

氏
、
大
分
県
代
議
員
塩
手
繁
比
古
氏
よ
り
地
震
災
害

の
報
告
と
御
見
舞
い
等
に
対
し
て
謝
辞
が
あ
っ
た
。

４�

議
長
選
出　

代
議
員
の
中
か
ら
立
候
補
者
を
募

っ
た
が
、
立
候
補
者
が
な
く
、
午
前
中
の
理
事
・
監

事
会
で
推
薦
さ
れ
た
候
補
者
、
熊
本
県
代
議
員
福
岡

周
孝
氏
と
千
葉
県
代
議
員
早
坂
成
郎
氏
を
会
長
が
提

案
、
拍
手
で
承
認
さ
れ
る
。

５�

書
記
お
よ
び
議
事
録
署
名
人
選
出　

事
務
局
側

か
ら
書
記
に
長
谷
川
薫
さ
ん
（
日
本
獣
医
生
命
科
学

大
学
獣
医
学
部
獣
医
保
健
看
護
学
科
３
年
）、
議
事

録
署
名
人
に
大
学
支
部
代
議
員
小
山
秀
一
氏
、
對
馬

宣
道
氏
の
提
案
が
あ
り
、
拍
手
で
承
認
さ
れ
る
。

６�

議
事

第
１
号
議
案　

平
成　

年
度
事
業
報
告　

２７

　

荻
野
勇
総
務
担
当
理
事
よ
り
説
明

　

平
成　

年
度
は
、
母
校
教
育
棟
の
記
念
事
業
に
対

２７

し
て
継
続
し
て
協
力
を
致
し
ま
し
た
。

　

永
年
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
同
窓
会
会
館
の
設
立

は
、
母
校
敷
地
内
に
会
館
建
設
用
地
の
借
用
が
困
難

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
学
校
法
人
と
母
校
の

御
理
解
と
御
協
力
を
得
て
、
本
館
の
一
部
を
代
替
室

と
し
て
平
成　

年
度
内
に
移
転
の
運
び
に
な
り
ま

２８

す
。
今
後
、
同
窓
生
の
来
校
の
折
り
に
は
、
是
非
御

立
ち
寄
り
頂
き
御
利
用
下
さ
い
。

　

本
年
度
は
、
獣
医
保
健
看
護
学
科
の
創
設　

周
年

１０

の
御
祝
い
を　

月
に
大
学
と
共
催
し
て
吉
祥
寺
東
急

１１

イ
ン
に
て
盛
会
裡
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

同
窓
会
会
報　

号
は
、
母
校
の
広
報
委
員
会
の
御

４７

好
意
で
最
新
情
報
の
大
学
広
報
誌
と
併
せ
て
、
会
員

に
御
送
付
致
し
ま
し
た
。

　

同
窓
会
会
則
改
正
は
、
応
用
生
命
科
学
部
が
創
設

以
来
半
世
紀
を
迎
え
る
現
在
、
現
状
の
会
則
で
は
各

学
科
へ
の
対
応
が
難
し
く
な
る
こ
と
を
踏
ま
え
、　
１０

年
来
執
行
部
や
会
則
改
正
検
討
委
員
会
を
設
け
て
検

討
し
て
参
り
ま
し
た
。
平
成　

年
度
の
代
議
員
会
に

２８

会
則
改
正
案
を
提
示
致
し
ま
す
が
、
こ
の　

年
度
の

２８

代
議
員
会
で
は
決
定
せ
ず
、
さ
ら
に
広
く
御
意
見
を

求
め
、
次
年
度
の
代
議
員
会
で
改
定
す
る
の
が
最
良

と
の
こ
と
が
委
員
会
で
一
致
し
ま
し
た
。

実
施
事
業

１　

平
成　

年
度
代
議
員
会

２７

　
　

平
成　

年
７
月　

日
（
土
）
午
後
１
時　

分
よ

２７

２５

００

り
、
母
校
Ｅ
棟
１
階
第
１
１
１
講
義
室
に
て
開

催
。
出
席
者
は
来
賓
２
名
、
顧
問
１
名
、
理
事

　

名
、
監
事
３
名
、
代
議
員　

名
、（
支
部
代

３５

５７

表
７
名
）
の
計
１
０
５
名
。
終
了
後
懇
親
会
を

開
催
し
た
。

２　

役
員
会
お
よ
び
各
種
委
員
会
の
開
催

　
　

盧
常
務
理
事
会　

５
回
開
催

　
　

盪
業
務
・
会
計
監
査
会

　
　
　

平
成　

年
５
月　

日
（
日
）

２７

２４

　
　

蘯
理
事
・
監
事
会　

平
成　

年
７
月　

日（
土
）

２７

２５

　
　

盻
会
報
編
集
会
議　

８
回

　
　

眈
会
則
改
正
検
討
委
員
会

　
　
　

平
成　

年
１
月　

日
（
金
）

２８

１５

３　

主
な
行
事
へ
の
参
加

　
　

盧
平
成　

年
度
入
学
式

２７

　
　
　

平
成　

年
４
月
６
日（
月
）

２７

　
　

盪
大
学
祭
へ
ブ
ー
ス
設
置　

平
成　

年　

月　

２７

１０

３１

日
（
土
）・　

月
１
日
（
日
）

１１

　
　

蘯
獣
医
保
健
看
護
学
科
創
設　

周
年
記
念
会　

１０

平
成　

年　

月　

日
（
土
）

２７

１１

２８

　
　

盻
母
校
教
員
と
の
懇
親
会

　
　
　

平
成　

年
１
月　

日
（
金
）

２８

２２

　
　

眈
平
成　

年
度
学
位
記
授
与
式

２７

　
　
　

平
成　

年
３
月　

日
（
木
）

２８

１０

４　

平
成　

年
度
支
部
会
・
連
合
会
へ
の
派
遣

２７

　
　
（　

支
部
、
２
連
合
会
）
別
表

１８

５　

会
報　

号
発
行　

平
成　

年　

月
７
日

４７

２７

１０

　
　
（
１
０
、
５
０
０
名
へ
送
付
）

　
　

会
報　

号
発
行　

平
成　

年
１
月　

日

４８

２８

１５

　
　
（
１
０
、
３
０
０
名
へ
送
付
）

６　

大
学
へ
の
支
援

　
　

第
二
回
獣
医
生
命
科
学
会
へ
寄
付　

平
成　

年
２７

　

月
７
日
開
催

１１

　
　

梅
野
信
吉
賞
受
賞
者
に
副
賞
を
贈
呈
（
受
賞

者
・
吉
村
久
志
助
教　

獣
医
保
健
看
護
学
科
）

平
成　

年
３
月　

日

２８

１０

７　

平
成　

年
度
母
校
退
職
者
４
名
へ
記
念
品
贈
呈

２７

平
成　

年
３
月　

日

２８

３１

　
　
　

田
口
文
宏
教
授
（
獣
医
学
科
）

　
　
　

鷲
巣
月
見
教
授
（
獣
医
学
科
）

　
　
　

阿
久
澤
良
造
教
授
（
食
品
科
学
科
）

　
　
　

佐
々
木
輝
雄
教
授
（
食
品
科
学
科
）

８　

学
生
（
準
）
会
員
へ
の
事
業

　
　

盧
入
学
祝
い　

ス
ポ
ー
ツ
タ
オ
ル
セ
ッ
ト

　
　

盪
卒
業
記
念　

ペ
ー
パ
ー
ウ
エ
イ
ト

　
　

蘯
同
窓
会
長
賞　

各
学
科
卒
業
生
１
名
に
賞
状

と
記
念
品

　
　
　

獣
医
学
科　

赤
羽
根
僚
太

　
　
　

獣
医
保
健
看
護
学
科　

梅
津
萌
子

　
　
　

食
品
科
学
科　

大
木
真
実

　
　
　

動
物
科
学
科　

沼
田
歩
美

　
　

盻
大
学
祭
へ
支
援

　
　

眈
就
職
支
援
活
動

９　

日
本
獣
医
師
会
全
国
大
会
（
秋
田
県
）
へ
支
援

　
　

第
１
２
１
回
日
本
畜
産
学
会
へ
支
援

１０
　
　

畜
友
会
へ
支
援

１１第
１
号
議
案
に
つ
い
て
の
質
疑
は
な
く
、
拍
手
で
承

認
さ
れ
る
。

第
２
号
議
案　

平
成　

年
度
収
支
決
算　

２７

寺
田
厚
経
理
担
当
理
事
よ
り
説
明

平
成　

年
度
一
般
会
計
収
支
計
算
書　

別
表

２７

平
成　

年
度
特
別
会
計
収
支
決
算
書　

別
表

２７



正
味
財
産
増
減
計
算
書

貸
借
対
照
表
総
括
表

財
産
目
録　

別
表

財
務
諸
表
に
対
す
る
注
記

会
費
納
入
状
況　

平
成　

年
３
月　

日
現
在

２８

３１

平
成　

年
度
連
携
病
院
収
支
計
算
書　

別
表

２７

監
査
報
告　

宮
崎
監
事
、
桑
本
監
事
よ
り
報
告

　

去
る
５
月　

日
、
針
谷
、
宮
崎
、
桑
本
の
３
名
が

１４

監
査
致
し
ま
し
た
。
平
成　

年
度
同
窓
会
業
務
並
び

２７

に
会
計
の
収
支
決
算
を
母
校
に
お
い
て
厳
正
に
監
査

し
た
結
果
、
証
拠
書
類
等
、
正
し
く
執
行
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
認
め
ま
す
。

第
２
号
議
案
に
つ
い
て
の
質
疑

〈
質
問
〉
広
島
県
宮
本
榮
作
代
議
員
よ
り

１
、
一
般
会
計
収
支
決
算
書
の
支
出
の
就
職
対
策
費

の
決
算
額
が
０
円
、
ま
た
、
記
念
建
立
整
備
費
の

決
算
額
が
０
円
に
な
っ
て
い
る
理
由
。

〈
回
答
〉
寺
田
厚
経
理
担
当
理
事
よ
り
、
就
職
率
が

良
い
た
め
、
就
職
対
策
費
は
実
際
に
は
使
わ
れ
な

い
。
記
念
建
立
整
備
費
は
１
３
０
周
年
記
念
事
業

の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
項
目
で
あ
り
、
事
業
が
９

月
に
終
了
し
て
い
る
た
め
、
今
年
は
記
念
建
立
整

備
費
が
必
要
な
く
決
算
額
で
は
０
円
に
な
っ
た
。

２
、
一
般
会
計
収
支
決
算
書
の
決
算
額
が
予
算
よ
り

　

％
落
ち
込
ん
で
い
る
。
き
ち
ん
と
会
費
が
納
入

１３さ
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
個
々
の
会
費
納
入
状
況

を
見
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

〈
回
答
〉
寺
田
厚
経
理
担
当
理
事
よ
り
、
議
案
書
に

記
載
が
あ
る
よ
う
に
、
会
費
の
納
入
口
数
は
２
、

０
０
０
口
前
後
が
例
年
で
あ
る
。
連
絡
の
取
れ
な

い
会
員
も
い
る
の
で
す
べ
て
の
会
員
の
納
入
確
認

は
難
し
い
。

３
。
会
報
で
は
同
窓
会
の
情
報
が
示
さ
れ
て
い
る

が
、
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
情
報
が
更
新
さ
れ

て
い
な
い
。
同
窓
会
を
よ
り
賑
わ
わ
せ
る
た
め
に

支
部
の
情
報
を
載
せ
る
の
は
ど
う
か
。

〈
回
答
〉
吉
田
孝
治
事
務
局
担
当
理
事
よ
り
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
は
必
要
に
応
じ
て
更
新
し
て
い
る
。
支

部
の
情
報
を
電
子
メ
ー
ル
で
送
っ
て
も
ら
え
れ
ば

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
支
部
の
ペ
ー
ジ
に
載
せ
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
月
初
め
に
更
新
し
て
い
る
の
で

そ
の
期
間
に
間
に
合
う
よ
う
に
情
報
を
頂
け
る
と

良
い
。

〈
質
問
〉
高
知
県
公
文
睦
代
議
員
よ
り

　

中
條
会
長
か
ら
の　

日
付
の
文
書
で
、
高
知
県
は

２６

代
議
員
選
出
の
条
件
を
満
た
し
て
い
な
い
と
の
通
達

を
受
け
た
が
、　

名
分
の
会
費
を
納
め
て
い
る
。
代

２０

議
員
選
出
の
条
件
を
満
た
し
て
い
な
い
と
い
う
の
は

な
ぜ
な
の
か
。

〈
質
問
〉
富
山
県
石
原
隆
代
議
員
よ
り

　

議
案
書　

頁
の
同
窓
会
会
則
第　

条
に
、
会
費
納

１８

１０

入
支
部
会
員
が　

名
以
上　

名
未
満
の
と
き
１
名
代

２０

５０

議
員
を
選
出
で
き
る
と
記
載
し
て
あ
る
。
富
山
県
支

部
で
は　

名
が
会
費
を
納
め
て
い
る
が
、
高
知
県
と

２１

同
様
に
代
議
員
選
出
の
条
件
を
満
た
し
て
い
な
い
と

い
う
通
達
を
受
け
た
。
事
務
局
の
集
計
ミ
ス
と
い
う

可
能
性
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

〈
両
者
に
回
答
〉
吉
田
孝
治
事
務
局
担
当
理
事
よ
り
、

事
務
局
の
集
計
上
の
手
違
い
で
、
秋
田
県
、
富
山

県
、
福
井
県
、
高
知
県
、
東
京
北
の
各
支
部
か
ら
一

名
を
代
議
員
と
し
て
追
加
登
録
し
、
お
詫
び
す
る
旨

の
回
答
が
あ
っ
た
。

第
２
号
議
案
は
拍
手
で
承
認
さ
れ
る

第
３
号
議
案　

平
成　

年
度
事
業
計
画　

２８

荻
野
勇
総
務
理
事
よ
り
説
明

　

平
成　

年
度
は
、
母
校
教
育
棟
の
継
続
事
業
に
対

２８

し
て
昨
年
度
代
議
員
会
で
承
認
を
得
ら
れ
た
母
校
へ

の
寄
付
を
本
年
度
中
に
実
行
致
し
ま
す
。

　

本
館
一
部
を
同
窓
会
室
と
し
て
貸
与
契
約
を
平
成

　

年
４
月
１
日
付
け
で
締
結
し
、
平
成　

年
度
中
に

２８

２８

移
転
予
定
で
す
。

　

応
用
生
命
科
学
部
の
食
品
科
学
科
と
動
物
科
学
科

は
、
創
設　

年
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
祝
賀
会
を
母
校

５０

と
共
催
し
、
両
学
科
同
窓
生
と
共
に
記
念
式
典
を
実

施
致
し
ま
す
。

　

同
窓
会
会
則
改
正
は
、
獣
医
学
科
単
科
で
あ
っ
た

時
代
の
会
則
を
、
四
学
科
が
共
に
成
熟
し
た
時
代
に

適
応
し
た
会
則
に
改
正
し
ま
す
。
平
成　

年
度
の
代

２８

議
員
会
に
案
を
提
示
し
、
承
認
は
来
年
度
の
代
議
員

会
で
諮
り
ま
す
。

　

母
校
付
属
動
物
医
療
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
病
院
に

つ
い
て
、
平
成　

年
か
ら
案
内
し
て
参
り
ま
し
た
。

２６

こ
の
提
携
は
同
窓
生
開
業
医
の
皆
様
に
、
母
校
の
高

度
医
療
等
の
提
供
も
含
め
門
戸
を
開
放
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
引
き
続
き
皆
様
の
御
利
用
の
ほ
ど
御
願

い
致
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
役
員
改
正
の
年
度
で
す
、
本
会
発
展
の

た
め
役
員
選
出
に
御
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

実
施
事
業
予
定

１
、
平
成　

年
度
代
議
員
会　

平
成　

年
７
月　

日

２８

２８

２３

（
土
）
午
後
１
時　

分
よ
り

００

　

母
校
Ｅ
棟
第　

１
１
１
講
義
室
に
て
開
催

２
、
母
校
創
立
１
３
０
周
年
記
念
事
業
の
寄
付
活
動

の
継
続
推
進

３
、
役
員
会
お
よ
び
委
員
会
等
の
開
催

４
、
支
部
強
化
活
動

　
　

盧
支
部
会
へ
の
役
員
派
遣

　
　

盪
そ
の
他

５
、
同
窓
会
報　

号
、　

号
の
発
行

４９

５０

６
、
連
携
動
物
病
院
申
請
受
付

７
、
大
学
へ
の
支
援

　
　

盧
梅
野
信
吉
賞
へ
の
協
賛

　
　

盪
獣
医
生
命
科
学
会
へ
の
寄
付

８
、
食
品
科
学
科
、
動
物
科
学
科
の
設
立　

周
年
記

５０

念
へ
の
協
賛

９
、
日
本
獣
医
師
会
全
国
大
会
（
石
川
県
）
へ
支
援

　

、
学
生
会
員
（
準
会
員
）
へ
の
関
連
事
業

１０
　
　

盧
入
学
祝
い

　
　

盪
卒
業
祝
い

　
　

蘯
同
窓
会
褒
賞
者
の
表
彰
・
記
念
品
の
贈
呈

　
　

盻
大
学
祭
へ
の
援
助

　
　

眈
奨
学
生
候
補
者
の
選
考

　
　

眇
就
職
活
動
支
援

　

、
そ
の
他

１１第
４
号
議
案　

平
成　

年
度
収
支
予
算　

２８

寺
田
厚
経
理
担
当
理
事
よ
り
説
明

１
、
平
成　

年
度
一
般
会
計
収
支
計
算
書　

別
表

２８

２
、
平
成　

年
度
特
別
会
計
収
支
計
算
書　

別
表

２８

３
、
平
成　

年
度
連
携
病
院
収
支
計
算
書　

別
表

２８
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第
３
号
議
案
、
４
号
議
案
に
つ
い
て
の
質
疑

〈
質
問
〉
広
島
県
代
議
員
宮
本
榮
作
氏
よ
り

　

第
３
号
議
案
に
お
い
て
、
４
月
に
本
館
一
部
を
同

窓
会
室
と
し
て
貸
与
す
る
契
約
を
理
事
長
と
締
結
し

た
と
あ
る
が
、
そ
の
契
約
内
容
に
つ
い
て
具
体
的
に

教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
本
館
の
修
繕
費
等

は
同
窓
会
側
に
負
担
は
あ
る
の
か
。
将
来
的
に
同
窓

会
側
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

〈
回
答
〉
中
條
眞
二
郎
会
長
よ
り

　

い
つ
ま
で
に
移
転
す
る
の
か
は
具
体
的
に
は
決
め

て
い
な
い
。
同
窓
生
が
本
学
に
来
た
と
き
に
立
ち
寄

れ
る
よ
う
な
場
所
と
し
て
、
本
館
の
一
室
を
借
り
る

契
約
を
締
結
し
た
。
現
段
階
で
は
耐
震
工
事
等
を
含

め
た
諸
経
費
に
つ
い
て
大
雑
把
に
決
め
て
い
る
。
改

修
や
耐
震
工
事
な
ど
は
、
建
物
が
大
学
法
人
の
所
有

で
あ
る
た
め
法
人
の
経
費
で
行
う
こ
と
に
な
る
。
改

修
費
用
等
は
同
窓
会
側
か
ら
大
学
へ
支
援
す
る
。
将

来
的
に
、
理
事
長
は
本
館
を
建
て
直
し
た
い
方
針
だ

が
、
同
窓
生
は
現
在
の
本
館
が
懐
か
し
く
思
う
の

で
、
外
観
の
み
残
す
と
い
う
案
も
出
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
こ
と
は
同
窓
会
側
で
も
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
今
後
は
大
学
の
へ
支
援
、

協
力
を
我
々
は
行
う
こ
と
に
な
る
。

〈
質
問
〉
岐
阜
県
代
議
員
前
田
敬
生
氏
よ
り

１
、
本
館
の
耐
震
化
を
行
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る

が
、
現
段
階
で
は
ど
の
程
度
の
地
震
に
耐
え
ら
れ

る
の
か
。
耐
震
の
状
況
を
把
握
し
た
い
。

〈
回
答
〉　

吉
田
孝
治
事
務
局
担
当
理
事
よ
り

　

庶
務
課
施
設
管
理
課
に
よ
る
と
、「
本
館
は
耐
震

強
度
の
測
定
は
構
造
的
に
無
理
で
あ
る
。」
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
た
め
一
部
分
で
は
あ
る
が
耐
震

工
事
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
鉄
骨
を
立
ち
上
げ
て
四

角
い
シ
ェ
ル
タ
ー
を
作
る
方
法
に
な
る
。
見
積
り
は

６
０
０
万
円
ほ
ど
で
あ
る
。

２
、
同
窓
会
館
積
立
金
は
元
来
目
的
が
あ
っ
て
行
う

も
の
で
あ
る
。
本
館
の
一
室
を
借
り
、
同
窓
会
館

を
建
設
し
な
い
な
ら
、
そ
の
資
金
は
取
り
崩
し
て

他
に
使
う
の
だ
ろ
う
。
そ
の
使
用
内
訳
を
教
え
て

い
た
だ
き
た
い
。

〈
回
答
〉　

中
條
眞
二
郎
会
長
よ
り

　

同
窓
会
館
積
立
金
は
取
り
や
め
て
同
窓
会
運
営
の

た
め
の
基
金
と
す
る
。
何
か
あ
る
場
合
に
崩
し
て
同

窓
会
の
事
業
に
使
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
基
金
を

使
う
と
き
に
は
必
ず
代
議
員
会
で
承
認
を
取
っ
て
い

る
。
基
金
と
い
う
と
幅
が
広
い
が
、
収
支
予
算
案
の

う
ち
、
１
３
０
周
年
関
連
事
業
費
、
同
窓
会
室
移

転
・
改
装
費
は
同
窓
会
館
積
立
金
取
崩
か
ら
捻
出
す

る
。
本
館
の
一
室
を
借
り
る
契
約
が
あ
る
た
め
同
窓

会
館
は
作
ら
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
来
年
度
同
窓
会

収
入
８
、
０
０
０
万
円
の
う
ち
同
窓
会
館
設
立
の
資

金
の
一
部
を
学
校
側
に
寄
付
す
る
こ
と
を
考
え
て
い

る
。
具
体
的
な
金
額
は
現
段
階
で
は
決
め
て
い
な
い

が
３
、
０
０
０
万
円
く
ら
い
は
残
る
だ
ろ
う
。
学
友

会
や
部
室
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
館
の

建
て
直
し
な
ど
、
大
学
の
た
め
に
お
金
を
使
い
た

い
。
基
金
と
い
う
の
は
そ
の
た
め
の
も
の
で
、
大
学

の
た
め
に
目
に
見
え
る
形
で
お
金
を
使
い
た
い
と
考

え
て
の
こ
と
で
あ
る
。

第
４
号
議
案
は
拍
手
で
承
認
さ
れ
る
。

第
５
号
議
案　

役
員
改
選

　

各
推
薦
委
員
が
各
地
区
の
理
事
名
を
推
薦
書
に
記

載
し
て
議
長
に
提
出
。

理
事
（
敬
称
略
）

北
海
道
理
事　

永
井
正
之
（
専
攻
）

東
北
理
事　

佐
々
木
良
悦
（
Ｖ　

、
宮
城
）

１０

関
東
・
甲
州
理
事　

吉
田
勝
也
（
Ｖ　

、
茨
城
）、

１６

早
坂
成
郎
（
Ｖ　

、
千
葉
）、
小
暮
一
雄
（
Ｖ　

、

１７

２１

埼
玉
）、
大
沢
正
俊
（
Ｖ　

、
群
馬
）、
篠
崎
隆
（
Ｖ

１８

　

、
神
奈
川
）、
渡
辺
富
好
（
Ｖ　

、
山
梨
）

２６

２１

欠
員
一
名

東
京
理
事　

天
野
三
幸
（
Ｖ　

）、
野
田
宗
兵
（
Ｖ

２３

９
）、
萩
野
勇
（
Ｖ　

）、
寺
田
厚
（
Ｖ　

）、
中
條

１３

１３

眞
二
郎
（
Ｖ　

）、
吉
田
孝
治
（
Ｖ　

）、
新
井
敏
郎

１２

１６

（
Ｖ　

）、
對
馬
宣
道
（
Ｚ　

）、
小
山
秀
一
（
Ｖ　

）

２９

２５

２８

東
海
・
信
越
理
事　

前
田
敬
生
（
Ｖ　

、
岐
阜
）、

２５

青
木
和
男
（
Ｖ　

、
長
野
）

１３

北
陸
理
事　

山
田
稔
（
Ｖ　

、
富
山
）

１８

近
畿
理
事　

佐
藤
正
勝
（
Ｖ　

、
大
阪
）

１６

中
国
理
事　

高
田
三
千
人
（
Ｖ　

、
広
島
）

１６

四
国
理
事　

小
川
清
之
（
Ｖ　

、
高
知
）

１７

九
州
・
沖
縄
理
事　

中
村
完
治
（
Ｖ　

、
福
岡
）

１４

動
物
科
学
科
理
事　

西
谷
次
郎
（
Ｚ　

）、
小
磯
孝

２０

（
Ｚ　

）、
鈴
木
直
幸
（
Ｚ　

）

２８

３１

食
品
科
学
科
理
事　

山
内
直
文
（
Ｆ　

）、
藤
田
満

１９

（
Ｆ　

）、
阿
久
沢
良
造
（
Ｆ　

）

２０

２２

会
長
推
薦
理
事　

作
佐
部
隆
（
Ｖ　

）、
湯
本
典
夫

１０

（
Ｖ　

）、
藤
原
伸
作
（
Ｚ　

）

１９

２０

監
事　

桑
本
卓
夫
（
Ｖ　

）、
針
谷
光
二
（
Ｖ
９
）、

１３

平成２７年度支部総会等派遣一覧

派遣役員支　　部日　　時

池 本 学 長千葉県支部平成２７年６月２１日（日）

中 條 会 長東京多摩支部平成２７年６月２７日（土）

新 井 教 授山梨県支部平成２７年７月１０日（金）

中 條 会 長大 阪 支 部平成２７年８月１日（土）

中 條 会 長宮城県支部平成２７年８月２日（日）

寺田常務理事九州地区総会平成２７年８月２２日（土）

中 條 会 長茨城県支部平成２７年８月２２日（土）

盆子原教授新潟県支部平成２７年９月５日(土）

中 條 会 長四国連合総会平成２７年９月５日(土）

中 條 会 長群馬県支部平成２７年１０月１８日（日）

中 條 会 長長崎県支部平成２７年１０月３１日（土）

鈴 木 顧 問静岡県支部平成２７年１１月８日（日）

中 條 会 長佐賀県支部平成２７年１１月１５日（日）

對馬准教授長野県支部平成２７年１１月２１日（土）

池 教 授石川県支部平成２７年１１月２８日（土）

中 條 会 長栃木県支部平成２７年１１月２８日（土）

寺田常務理事広島県支部平成２７年１２月６日（日）

中 條 会 長福島県支部平成２７年１２月６日（日）

河 上 教 授福岡県支部平成２８年３月５日（土）

中 條 会 長京 都 支 部平成２８年３月１２日（土）
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石
崎
孝
久
（
Ｖ　

）
２３

顧
問　

鈴
木
昭
（
専
６
）、
斉
藤
茂
芳
（
専
７
）

　

第
５
号
議
案
は
拍
手
で
承
認
さ
れ
る

議
長
団
の
終
了
宣
言
後
、
吉
田
事
務
局
理
事
の
閉
会

宣
言
に
よ
り
閉
会
と
な
っ
た
。

　

針
谷
氏
を
関
東
・
甲
州
理
事
に
推
薦
し
た
が
針
谷

氏
は
監
事
で
あ
る
た
め
、
栃
木
県
理
事
は
欠
員
と
な

っ
た
が
、
後
日
栃
木
県
代
議
員
の
佐
々
木
卓
也
氏

（
Ｖ　

）
が
任
命
さ
れ
た
。

２８

　

ま
た
、
針
谷
光
二
氏
は
平
成　

年
７
月　

日
に
逝

２８

２５

去
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
後
任
の
監
事
に
水
谷
渉
氏

（
Ｖ　

）
が
就
任
し
た
。

１５

代
議
員
会
終
了
後
、
母
校
近
く
の
�
久
松
�
に
て
懇

親
会
が
開
催
さ
れ
た
。
多
数
の
代
議
員
の
方
々
が
参

加
さ
れ
、
短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
和
気

藹
々
と
話
が
弾
ん
で
い
ま
し
た
。

←
前
列
右
お
２
人
が
上
村
ご
夫
妻
、
前
列
左
と
二
列
目

　

右
が
お
嬢
様
。

　　

大
学　

期　

寺
田　

厚

１３

　

大
学　

期
生
の
上
村
悦
郎
氏
は
、
現
在
ア
イ
オ
ワ

１３

大
学
解
剖
学
教
室
教
授
と
し
て
席
を
置
か
れ
て
い
ま

す
。
平
成　

年
７
月　

日
に
奥
様
と
お
二
人
の
お
嬢

２８

１５

様
を
伴
っ
て
、
池
本
前
学
長
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
時
に
、
上
村
氏
と
同
期
の
青
山
、
荻
野
、
斉

藤
、
塩
見
お
よ
び
寺
田
の
５
名
が
武
蔵
野
の
本
学
に

て
お
会
い
し
旧
交
を
温
め
ま
し
た
。
次
に
帰
国
さ
れ

る
時
に
は
早
期
に
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
上
村
氏

の
帰
国
に
合
わ
せ
て
同
期
会
を
開
催
し
た
い
。

　

同
窓
生
の
ア
イ
オ
ワ
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　

上
村
教
授
が
来
校

平
成　

年
度
代
議
員
会
で
選
出
さ
れ
た
理
事
か
ら
、

２８

各
担
当
理
事
が
任
命
さ
れ
た
。

会
長

　

中
條
眞
二
郎
（
Ｖ　

）
１２

副
会
長

　

作
佐
部
隆
（
Ｖ　

）
１０

　

山
内
直
文
（
Ｆ　

）
１９

　

小
磯
孝
氏
（
Ｚ　

）
２８

事
務
局
長

　

吉
田
孝
治
（
Ｖ　

）
１６

経
理
担
当
理
事

　

寺
田
厚
（
Ｖ　

）
１３

総
務
担
当
理
事

　

荻
野
勇
（
Ｖ　

）
１３

支
部
強
化
担
当
理
事

　

小
暮
一
雄
（
Ｖ　

）
２１

　

藤
原
伸
作
（
Ｚ　

）
２７

学
術
編
集
担
当
理
事

　

湯
本
典
夫
（
Ｖ　

）
１９

　

對
馬
典
道
（
Ｚ　

）
２５

学
生
担
当
理
事　

　

清
水
一
政
（
Ｖ　

）
１７

　

小
山
秀
一
（
Ｖ　

）
２８

平
成　

年
度　

新
役
員
が
決
定

２８

�
　

針
谷
光
二
氏
（
獣
医
大
９
期
）
は
、
平
成　

年
７

２８

月　

日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
栃
木
県
支
部
長
お

２５
よ
び
本
部
役
員
と
し
て
も
平
成
７
年
度
か
ら　

年
間

２１

の
長
年
に
わ
た
り
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

訃
報　

針
谷
光
二
監
事
が
急
逝
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平成２７年度特別会計収支計算書

平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日

（単位：円）（収入の部）
摘　　要差　　異決　算　額予　算　額　　科　  　目

09,790,7799,790,779１．繰入金収入

利息 17,602 円は一般会計へ△ 1,97217,60215,630２．雑　収　入

△ 1,9729,808,3819,806,409当期収入合計（A）

094,248,12894,248,128前期繰越額　

△ 1,972104,056,509104,054,537収 入 合 計（B）

（単位：円）（積立金別の収入明細）
減価償却 奨学基金 同窓会館名簿発行　　科　  　目

280,77910,0007,000,0002,500,000１．繰入金収入

01,16716,312123２．雑　収　入

280,77911,1677,016,3122,500,123当期収入合計（A）

5,037,8597,108,95682,091,31310,000前期繰越額

5,318,6387,120,12389,107,6252,510,123収 入 合 計（B）

（単位：円）（支出の部）
摘　　要差　　異 決　算　額予　算　額　　科　　  目　

000１．繰入金取崩

△ 1,97217,60215,630２．その他支出

△ 1,97217,60215,630当期支出合計（C）

09,790,7799,790,779
当期収支差額
(A)-(C）

0104,038,907104,038,907
次期繰越収支差額
（B)-(C）

（単位：円）（積立金別の支出明細）
減価償却奨学基金同窓会館名簿発行　　科　  　目　

0000１．繰入金取崩

01,16716,312123２．その他支出

01,16716,312123当期支出合計（C）

280,77910,0007,000,0002,500,000
当期収支差額
(A)-(C）

5,318,6387,118,95689,091,3132,510,000
次期繰越収支差額
（B)-(C）

財　産　目　録
平成２８年 ３月３１日

（単位：円）

金　　　　　額科 　　　      目
Ⅰ．　資産の部
　１．流動資産

50,000　　（１）現　　　　　金
55,473,408　　（２）普　通　預　金
3,805,889　　　①三菱東京UFJ 銀行
2,510,000　　　②三菱東京UFJ 銀行
7,118,956　　　③三菱東京UFJ 銀行
42,038,563　　　④三菱東京UFJ 銀行
50,446,075　　（３）定　期　預　金
50,446,075　　　①三菱東京UFJ 銀行
2,427,921　　（４）郵　便　振　替

0　　（５）未　　収　　金 
108,397,404　　　　　流 動 資 産 合 計

　２．固定資産
0　　（１）土   地   建  物

1,048,135
　　（２）その他の固定資産
　　　　　（什器備品及びパソコンなど）

1,048,135　　　　　固 定 資 産 合 計
109,445,539　　　　　　資 　産　 合 　計

Ⅱ． 負債の部
　１．流動負債

0　　（１）未     払     金 
0　　（２）前     受     金 

0　　　　　　流 動 負 債 合 計
　２．固定負債

2,510,000　　（１）名簿 発行 引当金
89,091,313　　（２）同窓 会館 引当金 
7,118,956　　（３）奨学 基金 引当金 
5,318,638　　（４）減価 償却 引当金

104,038,907　　　　　固 定 負 債 合 計
104,038,907　　　　   　　負 　債　合　計
5,406,632　　　　　   　正　味　財　産

第２号議案　平成２７年度収支決算
平成２７年度一般会計収支計算書

平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日まで

（単位：円）収入の部
摘　　要差　　異決　算　額予　算　額科　　目

本年 1,675 口 , 過年 349 口 ,
H28 年 2口

972,0006,078,0007,050,0001 同窓会費収入

50,000 円× 383 名350,00019,150,00019,500,0002 入 会 金 収 入

△  69,214136,84467,6303 諸　　収　　入

普通預金利息 2,354 円、特別会
計利息 17,602 円

△  2,32619,95617,630　受　取　利　息

△ 70,000110,00040,000　寄　　付　　金

3,1126,88810,000　雑　　収　　入

1,252,78625,364,84426,617,630当期収入合計 (A)

06,271,1496,271,149前 期 繰 越 金

1,252,78631,635,99332,888,779収 入 合 計 (B)

支出の部
摘　　要差　　異決　算　額予　算　額科　　目

1,768,7839,881,21711,650,0001 事業費

会報 47・48 号印刷 232 万円、
大学報 55号 54 万円、 発送 60
万円

△ 167,4723,467,4723,300,000　会報発行費

第 121 回畜産学会 100 万円、
保健看護学科 10周年 20 万円
畜友会 20万円、日獣祭 ﾌﾞ-ｽ 開
設等

△ 285,5351,485,5351,200,000　事業推進費

38支部 1,755 口 52.6 万円、獣
医師会秋田年次大会 20万円

△ 26,500726,500700,000　支部助成費

入学祝品 77万円、同窓会会長
賞 9.7 万円、卒業祝品 147 万
円、大学祭 70万円

762,9883,037,0123,800,000　学生会員援助費

獣医生命科学会賞 30万円、梅
野信吉賞 30万円

300,000600,000900,000　学術振興費

200,0000200,000　就職対策費

母校教職員との交流87,902212,098300,000　渉外費

本学教職員祝品、弔事 4件、護
国寺 2年分 10 万円等

△ 102,600352,600250,000　慶弔費

 岩手、宮城、福島など000
　東日本災害
　支援金

1,000,00001,000,000　記念建立整備費

628,9193,371,0814,000,0002 会議費

代議員 105 名分旅費等675,3092,624,6913,300,000　代議員会議費

役員旅費等△ 46,390746,390700,000　役員会議費

2,447,6174,452,3836,900,0003 事務費

事務手当、アルバイト料、通勤
費等

527,3272,472,6733,000,000　事務手当

20支部派遣563,320836,6801,400,000　旅費

封筒、コピ－代、振替用紙等71,619128,381200,000　印刷費

郵便料、電話代等137,105162,895300,000　通信費

郵便振替、銀行振込33,63666,364100,000
　振替・振込
　手数料費

事務機器など126,15073,850200,000　器具備品費

HP年間管理費など927,600572,4001,500,000
　ホームページ
　管理運営費

事務用品類等31,29468,706100,000　消耗品費

残高証明等29,56670,434100,000　雑費

09,790,7799,790,7794 特別会計繰入金

02,500,0002,500,000　名簿発行引当金

07,000,0007,000,000
　同窓会館積立引
当金

010,00010,000奨学基金引当金

0280,779280,779　減価償却引当金

548,0000548,0006 予備費

5,393,31927,495,46032,888,779当期支出合計 (C)

△ 4,140,533△ 2,130,616△ 6,271,149当期収支差額 (A)-(C)

△ 4,140,5334,140,5330
次期繰越収支差額
(B)-(C)
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第４号議案　平成２８年度収支予算
平成２８年度一般会計収支計算書

平成２８年４月１日から平成２９年３月３１日まで

（単位：円）収入の部
摘　　要増　　減前年度予算額本年度予算額科　　目

本年度2,100口、過年度250口07,050,0007,050,000１同窓会費収入

50,000 円× 387 名△ 150,00019,500,00019,350,000２入会金　 収入

42,038,56367,63042,106,193３諸　　収　　入

017,63017,630　受　取　利　息

040,00040,000　寄　　付　　金

42,038,563042,038,563　同窓会館積立金取崩

010,00010,000　雑　　収　　入

41,888,56326,617,63068,506,193当期収入合計（A）

△ 2,130,6166,271,1494,140,533前期繰越金

39,757,94732,888,77972,646,726収入合計（B）

支出の部
摘　　要増　　減前年度予算額本年度予算額科　　目

34,700,00011,650,00046,350,000 1 事　　業　　費

会報印刷、同窓会ニュ－ス、発
送等

△ 300,0003,300,0003,000,000　会 報 発 行 費

各学科への援助△ 200,0001,200,0001,000,000　事 業 推 進 費

45支部分100,000700,000800,000　支 部 助 成 費

入学祝品 150 万円、卒業祝品
150 万円、大学祭 70万円、会
長賞 10万円
03,800,0003,800,000　学生会員援助費

獣医生命科学会 30万円、梅野
賞 30万円、博物館支援等

100,000900,0001,000,000　学 術 振 興 費

学生会員就職対策0200,000200,000　就 職 対 策 費

法人母校等との折衝費0300,000300,000　渉　　外　　費

本学教職員祝品、弔事、護国寺
等
0250,000250,000　慶　　弔　　費

3,000,00003,000,000
　動物・食品創立
　50 周 年 記 念

熊本、大分等3,000,00003,000,000
　熊 本 ・ 大 分
　災 害 支 援 金

大学への寄付 30,000,000 円29,000,0001,000,00030,000,000
　130 周年関連
　事業費

04,000,0004,000,0002 会　　議　　費

代議員旅費等03,300,0003,300,000　代議員会議費

役員旅費等0700,000700,000　役員会議費

6,300,0006,900,00013,200,0003 事　　務　　費

事務手当、アルバイト料、通勤
費等
03,000,0003,000,000　事　務　手　当

支部派遣△ 200,0001,400,0001,200,000　旅　　　　　費

封筒、コピ－代、振替用紙等0200,000200,000　印　　刷　　費

郵便料、電話代等△ 100,000300,000200,000　通　　信　　費

郵便振替、銀行振込等0100,000100,000
　振替・振込
　手数料費

事務機器等400,000200,000600,000　器具備品費

ホ－ムペ－ジ管理料等△ 800,0001,500,000700,000
　ホームページ
　管理運営費

7,000,00007,000,000
　同窓会室移転・
　改装費

事務用品類等0100,000100,000　消　耗　品　費

残高証明等0100,000100,000　雑　　　　　費

△ 1,079,6519,790,7798,711,1284 特別会計繰入金

02,500,0002,500,000　名簿発行引当金

△ 1,000,0007,000,0006,000,000
　同窓会館積立
　引当金

010,00010,000　奨学基金引当金

△ 79,651280,779201,128　減価償却引当金

△ 162,402548,000385,5985 予　　備　　費

39,757,94732,888,77972,646,726当期支出合計 (C)

2,130,616△ 6,271,149△ 4,140,533
当期収支差額
(A)-(C)

000
次期繰越収支差額
(B)-(C)

平成２８年度連携病院収支計算書

平成２８年４月１日～平成２９年３月３１日

（単位：円）（収入の部）
摘要増　減前年度予算額本年度予算額　　科　　目　

099,03699,036　前年度繰越金

3,000 円 x5 名15,000015,000　本年度納入金

10010　利　　　　　息

　雑　　収　　入

15,01099,036114,046　合　　　　　計

（単位：円）（支出の部）
摘　　要増　　減決　算　額予　算　額　　科　　目　

000　事務費　

　　事務手当　

　　通信費

　　雑費

000　事業費

　　広報費

00　予備費

000　合　　　計

平成２８年度特別会計収支計算書

平成２８年４月１日から平成２９年３月３１日まで

（単位：円）（収入の部）
摘　　要増　　減 前年度予算額 本年度予算額　　科　  　目

△ 1,079,6519,790,7798,711,128１．繰入金収入

△ 7,25015,6308,380２．雑　収　入

△ 1,086,9019,806,4098,719,508当期収入合計（A）

9,790,77994,248,128104,038,907前期繰越額　

8,703,878104,054,537112,758,415収入合計（B）

（単位：円）（積立金別の収入明細）
減価償却 奨学基金 同窓会館名簿発行　　科　  　目

201,12810,0006,000,0002,500,000１．繰入金収入

0608,30020２．雑　収　入

201,12810,0606,008,3002,500,020当期収入合計（A）

5,318,6387,118,95689,091,3132,510,000前期繰越額

5,519,7667,129,01695,099,6135,010,020収入合計（B）

（単位：円）（支出の部）
摘　　要増　　減前年度予算額本年度予算額　　科　　  目　

42,038,563042,038,563１．繰入金取崩

△ 7,25015,6308,380２．その他支出

42,031,31315,63042,046,943当期支出合計（C）

△ 43,118,2149,790,779
△ 33,327,435
　

当期収支差額
(A)-(C）

△ 33,327,435104,038,90770,711,472
次期繰越収支差額
（B)-(C）

（単位：円）（積立金別の支出明細）
減価償却奨学基金同窓会館名簿発行　　科　  　目　

0042,038,5630１．繰入金取崩

0608,30020２．その他支出

06042,046,86320当期支出合計（C）

201,12810,000△ 36,038,5632,500,000
当期収支差額
(A)-(C）

5,519,7667,128,95653,052,7505,010,000
次期繰越収支差額
（B)-(C）

平成２７年度連携病院収支計算書

平成２７年４月１日～平成２８年３月３１日

（単位：円）（収入の部）
摘　　要差　　異決　算　額予　算　額　　科　　目　

30,000030,000　本年度納入金

△ 263610　利　　　　　息

　雑　　収　　入

29,9743630,010　合　　　　　計

（単位：円）（支出の部）
摘　　要差　　異決　算　額予　算　額　　科　　目　

000　事務費　

　　事務手当　

　　通信費

　　雑費

000　事業費

　　広報費

00　予備費

000　合　　　計

29,97430,010差引繰越予定
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��
　

事
務
員
は
平
日
の
午
前　

時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

１０

勤
務
し
て
い
ま
す
。
連
絡
は
本
会
報
一
面
記
載
の
電

話
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
電
子
メ
ー
ル
、
郵
便
等
に
て

受
け
付
け
ま
す
。
届
出
、
各
種
依
頼
等
は
発
信
人
が

確
認
で
き
る
方
法
で
御
願
い
し
ま
す
。

�
　

市
町
村
合
併
等
に
よ
る
郵
便
番
号
、
住
所
表
示
が

変
更
さ
れ
た
会
員
の
送
付
物
が
多
数
返
却
さ
れ
て
き

ま
す
。
ま
た
、
転
出
後
届
出
が
無
い
と
、
後
に
入
居

さ
れ
た
方
に
御
迷
惑
を
か
け
る
事
例
が
多
く
あ
り
ま

す
。
住
所
変
更
は
速
や
か
に
御
願
い
し
ま
す
。
変
更

届
用
紙
は
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
で
き
ま

す
。

事
務
局
だ
よ
り 

同
窓
会
本
部
へ
の
連
絡

住
所
変
更
は
速
や
か
に
届
出
を

�
　

同
窓
会
室
が
平
成　

年　

月
下
旬
に
完
成
し
、
平

２８

１０

成　

年　

月
４
日
に
移
転
が
完
了
し
ま
し
た
。
場
所

２８

１１

は
本
館
（
御
馴
染
み
の
赤
い
尖
が
り
屋
根
の
建
物
）

の
一
階
の
二
部
屋
で
す
。
昔
の
建
物
の
趣
を
生
か
し

改
装
し
、
昔
に
比
べ
大
変
広
く
な
り
ま
し
た
。
皆
様

が
立
ち
寄
ら
れ
て
も
寛
げ
る
場
所
も
確
保
で
き
ま
し

た
。
来
校
の
際
に
は
ど
う
ぞ
御
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

隣
の
部
屋
は
会
議
室
と
し
て
使
用
出
来
る
よ
う
机
を

配
置
し
、
大
学
祭
や
常
務
理
事
会
等
に
重
宝
し
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
引
越
し
期
間
中
は
事
務
局
の
外
線
電
話
・

フ
ァ
ッ
ク
ス
が
使
用
で
き
な
く
な
り
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
し
た
事
を
お
詫
び
致
し
ま
す
。

同
窓
会
室
が
移
転
し
ま
し
た

�
　

支
部
会
、
同
期
会
、
研
究
室
Ｏ
Ｂ
会
、
ク
ラ
ブ
Ｏ

Ｂ
会
等
の
開
催
報
告
（
２
０
０
〜
４
０
０
字
）
と
写

真
（
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
）
を
添
付
し
て
メ
ー
ル
に
て
本
部
事

務
局
ま
で
御
送
り
く
だ
さ
い
。
到
着
順
、
初
投
稿
を

優
先
し
て
掲
載
し
ま
す
。
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
編
集

さ
せ
て
頂
く
場
合
が
あ
り
ま
す
、御
了
承
く
だ
さ
い
。

�
　

本
部
か
ら
の
支
部
会
へ
の
派
遣
は
原
則
一
名
で
、

人
選
は
依
頼
さ
れ
た
順
に
事
務
局
で
調
整
し
て
い
ま

す
。
支
部
か
ら
派
遣
希
望
者
へ
の
直
接
交
渉
は
ト
ラ

ブ
ル
の
原
因
と
な
り
、
旅
費
等
が
支
給
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
御
注
意
く
だ
さ
い
。

�
　

母
校
の
博
物
館
は
開
館
し
て
間
も
な
い
で
す
が
、

大
学
祭
期
間
中
は
学
外
の
見
学
者
が
多
数
来
館
し
興

味
深
く
見
学
し
て
お
り
ま
し
た
。
母
校
の
歴
史
（
目

黒
時
代
の
教
科
書
、
卒
業
証
書
、
獣
医
師
免
許
証
な

ど
）、
獣
医
学
、
畜
産
学
、
食
品
化
学
の
資
料
、
器

具
類
な
ど
に
関
連
し
た
物
を
御
持
ち
で
、
博
物
館
に

提
供
し
て
頂
け
る
方
の
ご
協
力
を
御
願
い
し
ま
す
。

�
　

本
会
の
事
業
は
、
会
員
の
会
費
納
入
に
よ
っ
て
運

営
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
会
報
に
「
振
込
取
扱
票
」
が

同
封
さ
れ
て
い
る
方
は
、
年
会
費
（
三
千
円
）
を
お

振
込
み
く
だ
さ
い
。
振
込
票
が
同
封
さ
れ
て
な
い
方

は
所
属
支
部
の
指
示
に
て
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。
振

込
票
に
は
お
忘
れ
な
く
住
所
氏
名
を
記
載
し
、
通
信

欄
に
卒
業
学
科
・
期
（
本
送
付
封
筒
の
住
所
ラ
ベ
ル

の
区
分
記
号
）
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
住
所
変
更

会
報
へ
投
稿
の
お
願
い

支
部
総
会
へ
の
派
遣
依
頼
に
つ
い
て

母
校
展
示
館
へ
の
寄
贈
を
御
願
い
し
ま
す

同
窓
会
会
費
納
入
の
お
願
い

の
方
は
変
更
あ
り
に
○
印
を
御
願
い
し
ま
す
。

�
　

本
部
会
費
を
一
括
納
入
さ
れ
る
支
部
は
、
納
入
者

名
簿
を
事
務
局
へ
御
送
り
く
だ
さ
い
。
氏
名
・
区
分

の
記
入
を
お
忘
れ
な
く
御
願
い
し
ま
す
。

�
　

手
続
き
窓
口
は
同
窓
会
本
部
事
務
局
と
な
っ
て
い

ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
下
さ
い
。

�
　

国
会
議
員
、
市
長
村
長
、
市
議
会
等
へ
選
出
、
再

選
さ
れ
た
方
。
他
大
学
で
博
士
号
を
授
与
さ
れ
た

方
。
逝
去
さ
れ
た
会
員
等
。

年
会
費
一
括
納
入
支
部
へ
お
願
い

母
校
付
属
動
物
病
院
と
の
連
携
動
物
病
院
の
申
請

次
に
該
当
す
る
会
員
は
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
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�

藤
田　

毅
彦

　

昨
年
、
卒
業
後　

年
目
を
迎
え
た
九
期
生
の　

名

５５

２４

（
同
伴
者
５
名
）
は
、　

月　

か
ら　

日
の
２
日
間
、

１０

１３

１４

三
内
丸
山
縄
文
遺
跡
見
学
、
奥
入
瀬
渓
流
、
十
和
田

湖
遊
覧
な
ど
秋
の
み
ち
の
く
の
旅
を
楽
し
ん
だ
。

　

一
日
目
の
昼
、
新
青
森
駅
に
集
合
し
、
大
型
バ
ス

に
て
縄
文
遺
跡
を
見
学
、「
十
万
年
前
の
人
間
の
歴

史
の
凄
さ
実
感
し
た
」
と
Ｙ
氏
の
感
想
で
あ
る
。
埴

輪
な
ど
の
土
器
を
見
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
あ

っ
た
が
、近
い
う
ち
展
示
さ
れ
る
と
い
う
事
で
あ
る
。

　

い
よ
い
よ
私
達
は
十
和
田
湖
へ
向
か
う
。
約
２
時

間　

分
バ
ス
に
揺
ら
れ
、
奥
入
瀬
渓
流
に
着
い
た
。

３０
曇
り
空
で
あ
っ
た
天
候
は
回
復
し
、
色
付
き
始
め
た

紅
葉
と
せ
せ
ら
ぎ
が
織
り
な
す
自
然
に
癒
さ
れ
、
一

同
満
喫
し
た
。

　
　

分
後
バ
ス
は
今
宵
の
宿
「
十
和
田
湖
畔
ホ
テ

３０
ル
」
へ
到
着
。
暫
し
の
疲
れ
を
出
湯
に
浸
り
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
し
た
後
、
近
況
報
告
と
宴
会
が
ス
タ
ー
ト
、

一
年
あ
る
い
は
数
年
ぶ
り
の
再
会
で
、
暫
し
の
間
心

尽
く
し
の
ホ
テ
ル
の
料
理
を
肴
に
、
イ
ケ
メ
ン
達
は

ア
ル
コ
ー
ル
に
、
美
女
達
は
オ
シ
ャ
ベ
リ
に
酔
い
し

れ
た
。

　

二
日
目
の
早
朝
、
十
和
田
湖
畔
遊
覧
船
発
着
所
で

記
念
撮
影
、
豊
か
な
自
然
と
澄
み
切
っ
た
空
気
に
包

ま
れ
、
一
同
最
高
の
モ
デ
ル
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、

ま
だ
淡
い
色
の
紅
葉
を
眺
め
な
が
ら
、
透
明
な
湖
上

の　

分
の
十
和
田
湖
遊
覧
は
あ
っ
と
い
う
間
に
終
了

５０
し
た
。

　

旅
の
名
残
を
背
に
、
バ
ス
は
新
青
森
駅
近
く
の
食

事
処
に
到
着
、
お
別
れ
の
さ
さ
や
か
な
美
味
し
い
ラ

大
学
九
期
生
同
期
会

　
　
　
　
　
　
　

十
和
田
湖
畔
で
開
催

ン
チ
後
、
来
秋
は
熱
海
で
の
再
会
を
誓
い
帰
路
に
着

い
た
。

　

初
め
て
の
幹
事
の
経
験
重
責
だ
っ
た
が
、
時
お
り

励
ま
し
と
ご
協
力
頂
き
心
よ
り
感
謝
す
る
次
第
で
あ

る
。
楽
し
く
感
激
の
旅
だ
っ
た
由
、
う
れ
し
い
限
り

で
あ
る
。

岩
手
県
支
部
事
務
局　

吉
川　

健

　

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
同
窓
会
岩
手
県
支
部
で

は
、
平
成　

年
８
月　

日
に
盛
岡
市
繋
「
清
温
荘
」

２８

２７

に
於
い
て　

年
度
の
支
部
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

２８

　

参
加
者
は
少
な
く
９
名
で
し
た
が
今
後
の
同
窓
会

の
在
り
方
、
組
織
の
在
り
方
、
獣
医
師
会
員
以
外
の

会
員
の
把
握
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

岩
手
県
支
部
総
会
開
催

獣
医
生
命
科
学
会　

事
務
局　

新
井
敏
郎
・
川
角
浩

　

昨
年　

月　

日
（
日
）
に
本
学
内
で
開
催
を
予
定

１１

１３

し
て
い
た
第
３
回
獣
医
生
命
科
学
会
は
、
会
長
交
代

に
伴
う
役
員
体
制
の
変
更
、
事
務
局
組
織
お
よ
び
運

営
組
織
の
再
編
な
ど
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
時

間
的
余
裕
も
な
い
た
め
、
今
年
６
月
以
降
に
延
期
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

次
回
（
第
４
回
）
以
降
は
下
記
の
よ
う
な
新
た
な

コ
ン
セ
プ
ト
で
の
学
会
運
営
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

尚
、
会
誌
「
獣
医
生
命
科
学
」
２
巻
２
号
は
予
定
通

り　

月
に
発
行
す
る
よ
う
準
備
し
て
お
り
ま
す
。

１１

　

平
成　

年
度
以
降
の
獣
医
生
命
科
学
会
の
体
制

２９

　

・
新
会
長
（
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
学
長
）
の

下
、
新
た
な
理
事
会
、
評
議
員
会
を
組
織
す
る

　

・
学
会
運
営
円
滑
化
の
た
め
生
命
科
学
総
合
研
究

セ
ン
タ
ー
内
に
常
設
の
事
務
局
を
置
く

　

・
会
の
活
動
は
、
総
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

（
６
月
）、
会
誌
の
発
行
（
年
２
回
）、
定
年
教

員
の
講
演
会
（
３
月
）
を
３
本
柱
の
事
業
と
し

て
定
例
化
す
る

　

・
年
次
大
会
開
催
時
に
獣
医
学
部
、
応
用
生
命
科

学
部
か
ら
１
名
ず
つ
開
催
責
任
者
を
選
出
し
、

大
会
長
・
実
行
委
員
長
と
し
て
総
会
・
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
運
営
す
る
体
制
に
変
更
す
る

　

・
会
誌
「
獣
医
生
命
科
学
」
を
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
誌

（
将
来
的
に
イ
ン
パ
ク
ト
フ
ァ
ク
タ
ー
が
取
得

で
き
る
よ
う
）
に
す
る
た
め
編
集
委
員
会
を
設

置
す
る

　

・
総
会
（
年
次
大
会
）
を
６
月
開
催
（
年
度
末
か

ら
３
か
月
以
内
）
に
定
例
化
す
る

　

第
3
回 

獣
医
生
命
科
学
会
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��一
、
教
員
人
事
（
平
成　

年
７
月　

か
ら
平
成　

年

２８

２１

２８

　

月　

日
ま
で
）

１１

２２

○
選
任
（
平
成　

年　

月
１
日
付
）

２８

１０

　

学　

長

　
　

阿
久
澤　

良
造

○
名
誉
学
長
の
称
号
授
与（
平
成　

年　

月
１
日
付
）

２８

１０

　

前
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学　

学
長

　
　

池
本　

卯
典

○
昇
任
（
平
成　

年　

月
１
日
付
）

２８

１０

　

准
教
授

　
　

松
本　

浩
毅
（
臨
床
獣
医
学
部
門
治
療
学
分
野
Ⅰ
）

○
退
職
（
平
成　

年　

月　

日
付
）

２８

１０

３１

　

講　

師

　
　

入
交　

眞
巳
（
臨
床
獣
医
学
部
門
治
療
学
分
野
Ⅰ
）

○
任
期
満
了
（
平
成　

年
９
月　

日
付
）

２８

３０

　

学　

長

　
　

池
本　

卯
典

○
解
く
（
平
成　

年
９
月　

日
付
）

２８

３０

　

特
任
教
授

　
　

阿
久
澤　

良
造
（
応
用
生
命
科
学
部
）

母
校
近
況 

  

教
員
人
事 

庶
務
課  

　

同
窓
会
員
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
全
国
各
地
で
ご
元
気
に
新
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
拝
察
致
し
ま
す
。
旧
年
中
は
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本

年
も
ご
指
導
の
程
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
 
飛  
花  
落  
葉 
の
喩
え
通
り
、
昨
年
９
月　

日
任
期
と

ひ 

か 
ら
く 
よ
う

３０

人
気
共
に
終
え
、
８
期　

年
間
の
職
務
を
全
う
さ
せ

１７

て
頂
き
ま
し
た
、
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
《
夢
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
母
》
異
端
の
発
明
者
、

企
業
家
と
し
て
高
名
な
ソ
ニ
ー
初
代
社
長
井
深
大
氏

の 
箴  
言 
と
側
聞
し
、
そ
の
真
似
は
で
き
な
い
も
の
か

し
ん 
げ
ん

と
、
平
成　

年　

月
か
ら
紡
ぎ
続
け
た
一
冊
は
淡
き

１１

１０

夢
と
し
て
頁
を
閉
じ
、
昨
年　

月
１
日
に
新
書
版
の

１０

扉
が
開
か
れ
ま
し
た
。
新
学
長
に
も
旧
倍
の
ご
支
援

を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

　

懐
古
談
に
な
り
ま
す
が
、
日
本
獣
医
生
命
科
学
大

学
は
、
か
つ
て
《
二
大
柱
及
び
一
法
人
一
大
学
・
本

学
の
完
全
独
立
》
を
切
望
し
、
そ
の
要
望
書
を
本
学

の
経
営
母
体
で
あ
る
学
校
法
人
日
本
医
科
大
学
に
提

出
し
た
過
去
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
福
岡
市

に
本
拠
を
置
く
巨
大
な
大
学
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
都
築
総

合
学
園
に
よ
る
、
本
学
の
経
営
法
人
移
譲
計
画
及
び

独
立
法
人
化
計
画
で
し
た
。

　

創
設
１
３
５
年
の
歴
史
と
伝
統
を
持
つ
本
学
二
度

目
の
大
改
革
、
当
事
者
と
し
て
対
応
さ
れ
た
先
代
紺

野
学
長
は
苦
渋
の
選
択
で
あ
り
、
ま
さ
に
大
冒
険
へ

の
挑
戦
だ
っ
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
一
方
、
反
対
派

の
抵
抗
運
動
も
活
発
で
国
会
議
員
を
巻
き
込
み
、
当

時
の
文
部
省
へ
の
ス
ト
ー
ム
等
激
烈
を
極
め
た
よ
う

で
す
。
都
築
学
園
は
入
試
妨
害
等
を
理
由
に
大
学
の

移
譲
、
独
立
支
援
の
解
約
を
学
校
法
人
日
本
医
科
大

学
側
に
通
達
。
こ
れ
を
受
け
平
成　

年
３
月　

日
法

１０

２４

人
理
事
会
、
評
議
会
の
審
議
を
経
て
都
築
総
合
学
園

移
譲
案
は
白
紙
還
元
に
な
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年　

月
１
日
、
紺
野
前
学
長
の
後
任
に
指

１１

１０

名
さ
れ
て
学
長
に
就
任
。
本
学
卒
業
生
と
は
い
え
外

様
、
遊
軍
は
大
学
一
期
生
で
、
Ｊ
Ｒ
Ａ
専
務
理
事
を

歴
任
さ
れ
た
佐
藤
雄
三
日
本
医
科
大
学
理
事
だ
け
で

し
た
。
お
互
い
に
強
心
臓
か
鉄
面
皮
か
、
特
に
違
和

感
な
く
法
人
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
時
は
流
れ
ま
し
た
。

　

略
一
年
が
過
ぎ
た
医
大
理
事
会
で
、
大
塚
理
事
長

の
突
飛
と
も
思
え
る
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

は
、《
獣
医
大
に
二
大
柱
・
独
立
論
が
燻
る
限
り
、

大
き
な
支
援
は
難
し
い
》
で
し
た
。
都
築
問
題
は
消

滅
の
過
去
と
信
じ
て
い
た
私
に
、
負
の
遺
産
整
理
が

下
命
さ
れ
た
の
で
す
。
そ
こ
で
、
当
時
の
長
田
事
務

部
長
と
直
ち
に
対
応
に
着
手
し
、
平
成　

年　

月
の

１２

１０

日
獣
大
教
授
会
に
諮
り
、
以
下
の
分
離
独
立
及
び
二

大
柱
論
の
撤
回
文
書
を
同
年　

月　

日
付
け
で
、
大

１０

３０

塚
敏
文
理
事
長
に
直
接
手
渡
し
了
解
を
得
て
安
堵
し

ま
し
た
。

《
謹
啓　

時
下
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
よ
り
日
本
獣
医
畜
産
大
学
の

運
営
に
つ
き
ま
し
た
は
、
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
平
成　

年　

月　

日
の
教

１２

１０

１２

授
会
に
お
い
て
、
日
本
獣
医
畜
産
大
学
は
、
従
来
主

張
し
て
い
た
二
大
柱
論
を
白
紙
と
し
、
学
校
法
人
日

本
医
科
大
学
の
経
営
方
針
に
従
い
、
大
学
の
健
全
な

発
展
と
充
実
し
た
教
育
の
実
践
に
邁
進
す
る
こ
と
を

全
員
の
総
意
に
よ
り
確
認
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
と

も
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
敬
具
。》
宛

先
は
、
学
校
法
人
日
本
医
科
大
学　

理
事
長
大
塚
敏

文
殿
、
差
出
人
は
日
本
獣
医
畜
産
大
学　

学
長
池
本

卯
典　

日
付
平
成　

年　

月　

日
。
そ
れ
か
ら
、
多

１２

１０

３０

少
の
大
学
改
善
に 
曙  
光 
が
差
し
始
め
今
日
に
至
り
ま

し
ょ
う 
こ
う

し
た
。

　

一
衣
帯
水
と
は
、
一
本
の
帯
の
よ
う
に
狭
い
川
や

海
峡
。
あ
る
場
所
で
は
狭
く
、
他
の
場
所
は
広
く
、

川
や
海
に
隔
て
ら
れ
て
い
て
も
、
ふ
た
つ
の
距
離
は

極
め
て
近
い
こ
と
を
意
味
し
、
中
国
隋
の
文
帝
が
、

隣
国
陳
の
悪
政
か
ら
民
を
救
っ
た
時
の
名
句
だ
そ
う

で
す
。

　

ご
承
知
の
よ
う
に
、
獣
医
学
教
育
に
お
け
る
臨
床

教
育
は
格
段
に
進
歩
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
対
応
す

る
診
療
施
設
が
不
足
す
る
本
学
は
、
動
物
医
療
施
設

の
充
実
が
急
務
で
し
た
。
早
速
法
人
へ
申
請
し
許
可

を
得
て
建
設
に
着
手
し
、
竣
工
は
平
成　

年
６
月　

１５

１５

日
、
当
時
は
東
洋
一
と
自
負
で
き
る
近
代
動
物
医
療

セ
ン
タ
ー
の
完
成
を
見
ま
し
た
。

　

以
来
、
本
学
関
係
者
は
周
知
の
事
実
で
説
明
す
る

ま
で
も
な
く
、
日
本
医
科
大
学
と
日
本
獣
医
生
命
科

学
大
学
は
、
ま
さ
に
一
衣
帯
水
。
本
学
が
設
置
す
る

二
学
部
四
学
科
に
加
え
て
、
昨
年
よ
り
医
学
部
基
礎

科
学
課
程
も
同
棟
で
教
育
、
名
実
共
に
滞
水
教
育
へ

と
進
化
し
た
今
日
で
あ
り
ま
す
。

　

末
辞
に
な
り
ま
し
た
が
、
同
窓
生
諸
兄
の
ご
健
康

を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

 
 
一  
衣  
帯  
水 

い
ち 
い 
た
い 
す
い

　

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学

名
誉
学
長　

池
本　

卯
典



�

事
務
部
庶
務
課

　

平
成　

年　

月
２
日
（
水
）
正
午
か
ら
、
第
一
校

２８

１１

舎
中
庭
の
「
仁
畜
之
碑
」
前
に
て
、
平
成　

年
度
動

２８

物
慰
霊
祭
が
、
無
宗
教
献
花
方
式
に
て
、
し
め
や
か

に
執
り
行
わ
れ
た
。

　

参
列
者
全
員
に
よ
る
黙
祷
が
行
わ
れ
た
後
、
阿
久

澤
学
長
か
ら
、「
本
日
あ
ら
た
め
て
実
験
動
物
の
役

割
と
そ
の
貢
献
を
認
識
し
、
犠
牲
と
な
っ
た
多
く
の

動
物
達
に
心
か
ら
感
謝
の
意
を
捧
げ
た
い
」
と
の
追

悼
の
こ
と
ば
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

続
い
て
、
学
生
を
代
表
し
て
佐
藤
菜
実
子
学
友
会

  
平
成
２８
年
度 

動
物
慰
霊
祭
挙
行
に
つ
い
て 

会
長
か
ら
、「
私
達
は
動
物
と
接
す
る
に
当
た
り
常

に
学
生
と
し
て
学
ぶ
目
的
を
明
確
に
持
ち
、
真
摯
な

態
度
と
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
善
良
な
獣
医

師
・
動
物
看
護
師
・
生
命
科
学
者
と
し
て
育
つ
こ
と

で
動
物
の
慰
霊
と
報
恩
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
」
と
の
哀
悼
の
意
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

最
後
に
、
阿
久
澤
学
長
、
新
井
大
学
院
獣
医
生
命

科
学
研
究
科
長
、
河
上
獣
医
学
部
長
、
天
尾
応
用
生

命
科
学
部
長
、
藤
田
動
物
医
療
セ
ン
タ
ー
院
長
、
吉

村
牧
場
長
、
袴
田
生
命
科
学
共
同
研
究
施
設
長
、
横

須
賀
動
物
実
験
委
員
会
委
員
長
、
佐
藤
学
友
会
会
長

の
指
名
献
花
、
教
職
員
・
学
生
等
の
参
列
者
に
よ
る

献
花
が
行
わ
れ
、
教
育
・
研
究
の
た
め
に
犠
牲
と
な

っ
た
多
く
の
尊
い
動
物
達
の
冥
福
を
祈
っ
た
。

�

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー

　

平
成　

年　

月　

日
（
水
）
武
蔵
野
陸
上
競
技
場

２８

１０

１９

に
お
い
て
、
平
成　

年
度
体
育
祭
が
開
催
さ
れ
た
。

２８

気
温
も
上
が
り
、
絶
好
の
体
育
祭
日
和
の
中
、
ク
ラ

ブ
や
サ
ー
ク
ル
、
研
究
室
を
中
心
と
し
た
約
５
０
０

名
の
学
生
が
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
競
い
合
っ
た
。
恒

例
の
綱
引
き
や
騎
馬
戦
、
障
害
物
競
争
、
玉
入
れ

等
、
体
育
祭
実
行
委
員
が
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
た
各
種

競
技
が
行
わ
れ
た
。

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
の
リ
レ
ー
決
勝
で
は
熱
い
戦
い
が
繰

り
広
げ
ら
れ
、
大
歓
声
の
中
、
親
交
を
さ
ら
に
深
め

た
一
日
と
な
っ
た
。

 

平
成
２８
年
度 

体
育
祭
が
開
催
さ
れ
る 
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�

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー

　

平
成　

年　

月
４
日
（
金
）
〜　

月
６
日
（
日
）

２８

１１

１１

に
本
学
に
お
い
て
、
第
１
回
医
獣
祭
が
開
催
さ
れ

た
。
本
年
度
は
日
本
医
科
大
学
と
初
の
合
同
開
催
と

し
、
テ
ー
マ
は
「
一
祭
合
祭
〜
は
し
ゃ
ぎ
な
祭
〜
」。

　

長
き
に
渡
る
「
日
獣
祭
」
そ
し
て
「
日
医
祭
」

「
丸
子
祭
」（
日
本
医
大
学
大
学
祭
）　

に
よ
っ
て
受

け
継
が
れ
て
き
た
両
校
の
良
き
伝
統
、
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
な
特
色
を
丸
ご
と
す
べ
て
活
か
し
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
と
い
う
意
味
を

込
め
て
い
る
。

  

平
成
２８
年 

第
一
回
医
獣
祭 

　

１
日
目
は
平
日
と
い
う
こ
と
も
あ
り
７
５
３
人
、

２
日
目
に
は
２
、
６
２
６
人
、
３
日
目
に
は
４
、
３

０
３
人
、
合
計
７
、
６
８
２
人
と
昨
年
を
７
０
５
人

上
回
る
来
場
者
と
な
っ
た
。

　

音
楽
系
団
体
の
合
唱
や
演
奏
、
体
育
系
団
体
の
演

武
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
研
究
室
や
ク
ラ
ブ
・
サ
ー

ク
ル
の
展
示
発
表
、
動
物
と
触
れ
合
え
る
ミ
ニ
ミ
ニ

牧
場
や
恒
例
の
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ー
、
日
本
医
科
大
学
企

画
の
救
急
救
命
体
験
や
お
笑
い
ラ
イ
ブ
等
、
大
い
に

盛
り
上
が
り
３
日
間
が
終
了
し
た
。

Web 出願期間選抜方法等
試験
会場

試験日学科学部
入試
種別

１月４日（水）～
１月１３日（金）

センター試験英語（筆記）必須
センター試験数学（数Ⅰ・A、数Ⅱ・Ｂ）必須
生物（生物基礎・生物）化学（化学基礎・化学）
物理（物理基礎・物理）から 1科目選択

本学
大阪
福岡

２月５日（日）
※１月１４日（土）・１月１５日
（日）のセンター試験を必ず
受験してください

獣医学科

獣医学部

一
般
（
第
１
回
）

１月４日（水）～
１月２４日（火）

英語（コミュニケーション英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・英語表現Ⅰ）必須
数学（数学Ⅰ・Ⅱ・Ａ・Ｂ）生物（生物基礎・生物）
化学（化学基礎・化学）から 1科目選択

本学
大阪
仙台
福岡

２月６日（月）

獣医保健
看護学科

英語（コミュニケーション英Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・英語表現Ⅰ）必須
数学（数学Ⅰ・Ⅱ・Ａ・Ｂ）生物（生物基礎・生物）
化学（化学基礎・化学）から 1科目選択

動物科学科

応用生命
科学部

英語（コミュニケーション英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・英語表現Ⅰ）
数学（数学Ⅰ・Ⅱ・Ａ・Ｂ）生物（生物基礎・生物）
化学（化学基礎・化学）から２科目選択

食品科学科

２月１３日（月）～
３月３日（金）

英語（コミュニケーション英Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・英語表現Ⅰ）必須
数学（数学Ⅰ・Ⅱ・Ａ・Ｂ）必須
生物（生物基礎・生物）化学（化学基礎・化学）
物理（物理基礎・物理）から１科目選択

本学３月１５日（水）

獣医学科

獣医学部

一
般
（
第
２
回
）

英語（コミュニケーション英Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・英語表現Ⅰ）必須
数学（数学Ⅰ・Ⅱ・Ａ・Ｂ）生物（生物基礎・生物）
化学（化学基礎・化学）から１科目選択

獣医保健
看護学科

英語（コミュニケーション英Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・英語表現Ⅰ）必須
数学（数学Ⅰ・Ⅱ・Ａ・Ｂ）生物（生物基礎・生物）
化学（化学基礎・化学）から１科目選択

動物科学科

応用生命
科学部

英語（コミュニケーション英Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・英語表現Ⅰ）
数学（数学Ⅰ・Ⅱ・Ａ・Ｂ）生物（生物基礎・生物）
化学（化学基礎・化学）から２科目選択

食品科学科

　

平
成　

年
度
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
入
学
試
験
の
今
後
の
日
程
を
ご
案
内
し
ま
す
。
出
願
期
日
の
間
近
な

２９

試
験
日
も
あ
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
教
務
・
学
生
課
入
試
係
〔
電
話
迯
０
４
２
２
�　

�
４
１
５
１

３１

（
代
）〕
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

平
成　

年
度 

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
入
学
試
験
の
抜
粋
案
内　
　

教
務
・
学
生
課

２９
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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
旧
年
中
は
大
変

お
世
話
に
な
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。
本
年
も
何
卒
よ

ろ
し
く
ご
指
導
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

平
成　

年　

月
よ
り
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
長

２８

１０

と
し
て
就
任
い
た
し
、
こ
の
重
責
を
担
う
こ
と
に

日
々
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
お
り
ま
す
。

　

私
は
、
１
９
７
４
年
に
本
学
畜
産
食
品
工
学
科
を

卒
業
後
、
乳
業
会
社
に
就
職
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大

学
（
デ
イ
ビ
ス
校
）
大
学
院
食
品
科
学
専
攻
へ
の
留

学
（
中
退
）
を
経
て
、
１
９
８
１
年
本
学
乳
学
教
室

助
手
と
し
て
入
職
し
、
本
学
教
員
と
し
て　

年
間
お

３５

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
乳
学
教
室
の
前
身
は
、
獣
医

学
科
の
畜
産
物
利
用
学
教
室
（
大
條
方
義
名
誉
教

授
）
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
獣
医
学
科
、
動
物
科
学

科
（
旧
経
営
畜
産
学
科
）
の
畜
産
物
利
用
学
の
講
義

と
実
習
を
現
在
に
至
る
ま
で
担
当
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の　

年
間
を
思
い
起
こ
し
ま
す
と
大
学
は
、
大
き

３５

く
変
化
し
、
充
実
と
成
長
の
繰
り
返
し
を
積
み
重
ね

て
参
り
ま
し
た
。
当
然
の
ご
と
く
変
化
を
遂
げ
て
き

た
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、
そ
こ
に
は
多
く
の
教
職
員

の
努
力
と
卒
業
生
の
社
会
で
の
活
躍
が
あ
っ
て
こ
そ

の
今
で
あ
る
こ
と
を
常
に
肝
に
銘
じ
て
お
か
ね
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
は
、
教
育
理
念
と
し
て

「
愛
と
科
学
の
心
を
有
す
る
質
の
高
い
獣
医
師
と
専

門
職
及
び
研
究
者
を
育
成
」、
学
是
と
し
て
「
敬
譲

相
和
」
を
掲
げ
１
３
５
年
と
い
う
歴
史
と
伝
統
を
有

し
、
多
く
の
人
材
を
輩
出
し
続
け
て
い
ま
す
。
ま

た
、
長
年
の
課
題
で
あ
っ
た
大
学
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

が
池
本
前
学
長
の
も
と
に
進
め
ら
れ
、
ほ
ぼ
完
成

し
、
充
実
し
た
環
境
が
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。
高
度

専
門
職
教
育
、
研
究
、
教
養
教
育
、
健
全
な
学
生
生

活
に
よ
る
徳
を
有
す
る
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
人
材
育

成
を
意
識
し
、
個
性
豊
か
な
大
学
と
し
て
発
展
向
上

の
た
め
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。　

　

本
学
は
、
学
生
を
均
一
化
せ
ず
、
個
性
を
生
か
し

伸
ば
す
大
学
と
し
て
そ
の
特
色
を
打
ち
出
し
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
は
本
学
の
存
在
意
義
を
示
す
重
要
な
こ

と
で
あ
り
、
今
後
も
誇
り
を
も
っ
て
広
く
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
大
学
は
学
生

が
主
役
で
あ
り
、
学
び
の
中
か
ら
未
知
を
予
測
す
る

面
白
さ
、
可
能
性
に
気
付
き
、
目
的
に
向
か
う
過
程

で
得
ら
れ
る
達
成
感
を
教
員
と
共
有
で
き
、
双
方
向

で
の
切
磋
琢
磨
出
来
る
と
い
う
環
境
に
あ
り
ま
す
。

学
生
が
自
分
で
考
え
、
状
況
に
応
じ
て
判
断
し
、
解

決
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
導
き
出
す
力
を
養
う
こ
と
が
大

学
で
の
学
問
の
土
台
で
あ
り
、
課
せ
ら
れ
た
義
務
で

あ
る
と
言
え
ま
す
。
こ
れ
を
な
く
し
て
は
何
も
生
ま

れ
ず
、
短
、
長
期
ス
パ
ン
で
視
点
を
定
め
て
の
教
育

を
継
続
す
る
こ
と
が
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
の
具
体
的
方
策
と
し
て
は
、
高
等
教
育
の
質

の
保
証
が
国
際
的
に
も
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
各
学
部

学
科
と
も
に
そ
の
専
門
性
が
国
際
的
に
も
通
用
す
る

教
育
で
あ
る
よ
う
に
さ
ら
な
る
充
実
を
図
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
、
大
学
で
は
、
教
育
の
質
的
向

上
を
目
的
と
し
た
三
つ
（
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
、
デ
ィ
プ
ロ
マ
）
の
ポ
リ
シ
ー
が
制
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
本
学
に
お
い
て
は
、
見
直
し
を
行
っ

て
お
り
、
特
に
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
と
各
科
目

の
関
係
性
や
科
目
間
の
体
系
性
を
、
よ
り
明
確
に
共

有
し
、
そ
の
基
盤
と
な
る
科
目
が
十
分
機
能
し
て
い

る
か
な
ど
を
確
認
し
つ
つ
確
実
な
積
み
上
げ
を
進
め

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
卒
業
生
の
社
会

で
の
活
躍
は
教
育
評
価
の
一
つ
の
指
標
に
な
り
う
る

こ
と
か
ら
卒
業
生
調
査
等
を
行
い
、
活
用
で
き
る
よ

う
に
そ
の
活
躍
状
況
を
デ
ー
タ
化
で
き
れ
ば
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
益
々
の
ご
活
躍
と
調
査
へ

の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

研
究
で
は
、
外
部
か
ら
の
競
争
的
資
金
が
大
学
運

営
の
基
盤
に
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
申
請
へ
の

条
件
、
支
援
体
制
の
整
備
を
進
め
、
同
分
野
と
の
連

携
は
も
と
よ
り
、
多
様
な
展
開
が
期
待
で
き
る
異
分

野
の
産
学
官
に
よ
る
連
携
は
、
新
た
な
展
開
を
生
む

チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
職
員
は
大
学
行
政
の
専
門
集
団
と
し
て
関
与

を
拡
大
し
、
教
職
協
働
し
て
多
く
の
成
果
が
得
ら
れ

る
よ
う
に
学
外
に
も
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て
お
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

教
職
員
（
場
合
に
よ
っ
て
は
学
生
も
含
め
）
大
学

全
体
の
意
思
統
一
の
手
段
と
し
て
、「
教
育
研
究
の

成
果
」、「
学
生
生
活
満
足
度
」、「
卒
業
生
の
動
向
」、

「
経
営
資
源
」、「
学
長
の
動
き
」
な
ど
多
く
の
情
報

を
デ
ー
タ
化
し
、
有
効
的
に
活
用
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
客
観
的
デ
ー
タ
に
基
づ
く
戦
略

的
大
学
運
営
を
推
進
す
る
た
め
に
大
学
Ｉ
Ｒ
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）
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
、
効
率
的
に
運
営
し
新
た
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制

の
構
築
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

現
在
、
本
学
（
２
学
部
４
学
科
お
よ
び
大
学
院
１

研
究
科
３
専
攻
）
の
学
生
総
数
は
１
、
７
７
８
名

（
収
容
定
員
１
、
６
６
８
名
）
で
小
規
模
大
学
で
す

が
、
各
教
育
組
織
と
も
に
専
門
分
野
を
リ
ー
ド
す
る

存
在
に
あ
り
ま
す
。
獣
医
学
科
は
、
全
国
に
先
駆
け

最
近
で
は
国
際
標
準
に
準
拠
す
べ
く
そ
の
評
価
受
審

に
向
け
て
益
々
教
育
研
究
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
ま

す
。
動
物
科
学
科
は
経
営
畜
産
学
か
ら
、
食
品
科
学

科
は
畜
産
食
品
工
学
か
ら
各
々
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

適
用
範
囲
を
多
様
に
進
化
さ
せ
、
併
せ
研
究
室
体
制

の
充
実
を
は
か
り
両
学
科
と
も
に
社
会
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
、
我
が
国
の
畜
産
学
、
食
品
科
学
を
牽
引
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
獣
医
保
健
看
護
学
科
は
、
我
が

国
最
初
の
学
科
と
し
て
設
置
し　

年
が
過
ぎ
、
益
々

１０

多
様
化
す
る
獣
医
学
領
域
の
課
題
に
対
応
す
べ
く
、

獣
医
師
以
外
の
獣
医
療
に
従
事
す
る
技
術
専
門
職
と

し
て
、次
な
る
第
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

学
生
が
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
で
学
べ
て
よ
か

っ
た
と
い
え
る
よ
う
な
教
育
環
境
の
充
実
を
念
頭
に

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
精
一
杯
努
力
し
て
い
く
所
存

で
お
り
ま
す
の
で
皆
様
の
ご
支
援
ご
鞭
撻
を
何
卒
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
健

勝
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
年
の
ご
挨
拶

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学　

学
長　

阿
久
澤　

良　

造




